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地理院地図で情報提供

地理院地図（Webページ）による
各種情報の統合利用、共有化

災害時の対応検討

・災害対策本部
・現地本部 等

４．電子基準点

５．合成開口レーダー（SAR）

基準点での地殻変動
震源断層のモデル

都市圏活断層図等を参照

SARによる変動の面的な把握

UAV撮影

１．無人航空機

３．写真判読等

・航空写真の判読で土砂崩壊地分布図等の作成
・甚大な被災地の立体地図作成

・斜め写真撮影
・垂直写真撮影
・正射画像作成
・災害前後の比較等

２．航空写真撮影

国土交通省DiMAPS 地震調査研究推進本部

防災地理情報
の整備・提供

都市圏活断層図

土地条件図
など

（だいち2号）

基準点成果の
改定

応急復旧対策
基図等の作成

これら取組を支える測量技術
電子基準点、緊急測量調査、SAR解析、写真撮影、GSI-LB、地図作成、防災用地図、Web地図提供 等

復旧・復興の
支援

国土地理院の災害対応

災害対策基本法に基づく指定行政機関として、測量・地図分野の最新技術を活用し、
災害情報を収集し提供しています。

災害対策基本法 第51条第2項（平成24年6月改正）
「災害応急対策責任者は、災害に関する情報の収集及び伝達に当たっては、地理空間情報の活用に努めなければ
ならない。」
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災害対応を支える地球観測の新技術

干渉SARを
防災に役立つ情報にした
だいち2号

©JAXA
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災害対応を支える地球観測の新技術

地球観測衛星「だいち2号」

 2014年5月打ち上げ

 高い分解能と干渉性
 軌道の安定性
 緊急対応や多様な観測
を可能にする柔軟性
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だいち2号の成果 2014年9月御嶽山の噴火
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だいち2号の成果 2014年11月長野県北部の地震
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http://maps.gsi.go.jp/#13/36.676749/137.864513/&base=std&ls=std%7C20141002-1127d_sar_naganohokubu%7Cafm%2C0.48&disp=111&lcd=afm&vs=c1j0l0u0f0&d=vl
http://maps.gsi.go.jp/#13/36.676749/137.864513/&base=std&ls=std%7C20141002-1127d_sar_naganohokubu%7Cafm%2C0.48&disp=111&lcd=afm&vs=c1j0l0u0f0&d=vl


だいち2号の成果： 2015年5月～箱根大涌谷の火山活動

7



だいち2号の成果： 2015年5月～箱根大涌谷の火山活動
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だいち2号の成果： 2015年5月 口永良部島の噴火
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解析:国土地理院、原初データ所有:JAXA

※本成果は、地震予知連絡会SAR解析ワーキンググループの活動による

だいち2号の成果： 2016年4月 熊本地震
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さらに高度な解析でより詳細な情報を提供

2.5次元解析
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さらに高度な解析でより詳細な情報を提供

2.5次元解析
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さらに高度な解析でより詳細な情報を提供
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SAR干渉画像にはより小さい多数の地表の変位
が現れている
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SAR干渉画像から抽出したリニアメント

2016年4月14日
Mw 6.2

2016年4月16日
Mw 7.0

N

4月14日から23日までの震央位置

0 < 深さ < 5 km

5 < 深さ < 10 km

布田川断層帯沿いの非干渉地帯

現地調査による地表地震断層
（地質調査総合センター、2016）

干渉SARによって検出された地表断層
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だいち2号の成果： 2016年10月 鳥取県中部の地震
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http://maps.gsi.go.jp/#12/35.406961/133.847637/&base=std&ls=std%7Curgent_earthquake_20161021tottori_tiles_du%2C0.9%7Curgent_earthquake_20161021tottori_3dinsar_du_cont2cm%7Curgent_earthquake_20161021tottori_3dinsar_dhol_1.5k%7C20161021tottori_epicenter&disp=11111&lcd=20161021tottori_epicenter&vs=c0j0l0u0f0&d=vl
http://maps.gsi.go.jp/#12/35.406961/133.847637/&base=std&ls=std%7Curgent_earthquake_20161021tottori_tiles_du%2C0.9%7Curgent_earthquake_20161021tottori_3dinsar_du_cont2cm%7Curgent_earthquake_20161021tottori_3dinsar_dhol_1.5k%7C20161021tottori_epicenter&disp=11111&lcd=20161021tottori_epicenter&vs=c0j0l0u0f0&d=vl


だいち2号の成果： 2016年12月 茨城県北部の地震
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 高い分解能と干渉性
 軌道の安定性
 緊急対応や多様な観測を可能にする柔軟性

分解能と干渉性の向上で、地図上で他の情報
と重ね合わせて分析できる地理空間情報
として、災害に関する情報の収集にいかんなく
その能力を発揮している。

↓
だいち2号の後継となるLバンドSARを搭載した
「先進レーダ衛星」が工程表通りに打上げられ
ることを強く期待

だいち2号の成果
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災害対応を支える地球観測の新技術

災害対策の基本となる
基礎的地理空間情報の
整備･更新・提供に役立つ
光学衛星

© Japan Aerospace Exploration Agency 
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だいちの活用例①硫黄島の地形図修正

空中写真撮影が困難

容易に現地計測には行けない

活発な火山活動による地形変化

平成１９年に修正を実施
（昭和５４年改測以来）

約1200km

※この時は現地測量及び現地調査も実施

硫黄島
(東京都
小笠原村)

©JAXA
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昭和５７年３月３０日刊行の2万5千分1地形図の一部

平成１９年９月１日刊行の2万5千分1地形図の一部

だいちの活用例①硫黄島の地形図修正

©JAXA

だいち/PRISM画像

●だいち画像による図化と現地測量
により､海岸線、飛行場、道路、
建物等を修正



5万分1地形図

（平成４年刊行。大正時代の成果に衛星
画像で判読できた道路、建物等を加刷）

電子地形図25000

（2万5千分1地形図のデジタル画像）

色丹島東北部の居住地「斜古丹」周辺

だいちの活用例②北方四島の地形図作成

5万分1地形図と2万5千分1地形図との比較
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2万5千分1地形図の等高線データから１０ｍDEMを作成

（基盤地図情報（数値標高モデル）として公表）

従来の250ｍDEM 10ｍDEM

北方四島最高峰の山「爺爺岳（ちゃちゃだけ）」の周辺（国後島東北部）
なお、爺爺岳の標高：1,822ｍ（大正時代測量）→1,772ｍ（2万5千分１地形図）
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だいちの活用例②北方四島の地形図作成



シミュレーション画像（ADS80から作成）
地上分解能：0.8m

だいち/PRISM画像
地上分解能：2.5m

だいちと比較した先進光学衛星への期待、要望

©JAXA ©JAXA

判読性向上に期待
・地上分解能の向上（2.5m→0.8m）の効果
・高階調化（量子化ビット8bit→11bit）の効果
・ブロックノイズ等の劣化の少ない画像圧縮
 回帰日数46日→35日による観測機会の増大
 だいちと同様、安価な価格での画像提供
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災害対応を支える地球観測の新技術

地理院地図による情報の
集約・統合
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http://www.gsi.go.jp/
http://www.gsi.go.jp/


災害時にさまざまな情報を重ね合わせ
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http://maps.gsi.go.jp/#11/32.836328/130.806313/&base=std&ls=std%7Curgent_earthquake_20160414kumamoto_20160307_20160418_u07r%2C0.5%7Ctoshiken_katsudansouzu%7C_20160414kumamoto_faultmodel%7C20160414kumamoto_handoku1%7C20160414kumamoto_0416uav%7C_20160414kumamoto_fvector&disp=1111111&lcd=_20160414kumamoto_fvector&vs=c1j0l0u0f0&d=v
http://maps.gsi.go.jp/#11/32.836328/130.806313/&base=std&ls=std%7Curgent_earthquake_20160414kumamoto_20160307_20160418_u07r%2C0.5%7Ctoshiken_katsudansouzu%7C_20160414kumamoto_faultmodel%7C20160414kumamoto_handoku1%7C20160414kumamoto_0416uav%7C_20160414kumamoto_fvector&disp=1111111&lcd=_20160414kumamoto_fvector&vs=c1j0l0u0f0&d=v


治水地形分類図 色別標高図

詳細な地形分類及び河川
工作物等を表示した地図

写真

都市圏活断層図

1945年以降の空中写真等

活断層と地形分類を表示
した地図

土地条件図

火山基本図

山地、台地、低地等の
地形分類を表示した地図

火山周辺の精密な地形を
表示した地図

沿岸海域土地条件図

火山土地条件図

沿岸の陸地と海底を一体的に地形分
類した地図

火山活動で形成された地形や噴出物
の分布等を表示した地図

標高の変化を陰影と段彩を用いて
視覚的に表現した地図

明治前期の低湿地

明治期に作成された地図から当
時の低湿地分布を抽出した地図

地理院地図で見られる防災関連情報
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災害対応の現場では・・・

迅速性 rapidity
共有性 commonality
視認性 visibility
可搬性 mobility

現場のニーズに対応した
情報提供
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ご清聴ありがとうございました

 だいち2号の観測データは，地震予知連絡会
SAR解析ワーキンググループ及び火山噴火予知
連絡会衛星解析グループを通して，JAXAから提
供されたものです。

解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA
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